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1 はじめに

近年の高度情報化社会においては，様々な情報が身

の回りに溢れる情報過多の現象が起きている．それを

解決する手段の 1つとして情報検索や情報推薦システ

ムなどが考案され，今日多くの人々に利用されている．

本稿では，現実の購入モデルを参考にした社会性を組

み込んだ情報推薦システムを提案し，その有効性と設

計手法について述べる．

2 従来手法と問題点

情報推薦システムとは，多くの情報の中からユーザ

に対して有益な情報を推薦する手法である．推薦方式

は主にルールベース方式，コンテンツベース方式，協

調フィルタリング方式 (CF∗)の 3つに大別され，現在

最も主流な推薦方式は CFである．CFは以下の順番で

処理を行う．

1. ユーザと他のユーザとの類似度をアイテム評価値

から計算し，類似するユーザをグループ化する

2. ユーザが未評価であるアイテムの評価の推定値

を，グループ内のユーザのアイテム評価値から計

算する

3. 最も推定値の高いアイテムを推薦する

しかし，従来方式では下記の問題点が存在する [1]．

• ユーザが推薦システムを使用する初期段階である
とき，ユーザ自身の情報が少ないため，ユーザ間

の類似度が計算できず，適切な推薦が行えないと

いうコールドスタート問題

• ある程度アイテムの評価値が決まってくると，そ
の後似たようなアイテムが推薦されてしまうとい

う問題

• アイテムの評価値のみに注目している為，推薦し
たユーザが不明確で推薦の信頼性に欠けるという

問題
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3 提案手法

3.1 概要

ユーザ評価値
類似度の計算類似ユーザリストの作成

予測評価値の計算
推薦アイテムリストの作成

推薦アイテムの決定

従来方式(CF) ユーザ評価値
Friend Filtering機構機構機構機構類似ユーザリストの作成
予測評価値の計算

推薦アイテムリストの作成
推薦アイテムの決定

提案手法

図 1:推薦処理のフローチャート

従来手法の問題を解決し，よりよい推薦を行うシス

テムとして，社会性を組み込んだ情報推薦システムを

提案する．現実社会では，身近な人の情報や口コミを

頼りにしたり，気の合う人からの推薦によって商品を

購入するケースが存在する．そこで，その購入モデル

を参考にし，現実社会の人間関係をネットワーク上に

構築するサービスである，SNS†を利用し，その「友人」

の評価値を利用して推薦を行う．

3.2 Friend Filtering 機構

従来手法のCFでは，アイテムの評価値から嗜好の類

似するユーザを推定し，グループ化を行っていた．提

案手法では「友人」に該当しない人のアイテムの評価

値データをフィルタリングし，推薦データに使用しな

い「Friend Filtering機構」を導入する (図 1)．

友人の評価値データの中から嗜好の類似するユーザ

を推定し，グループ化を行うことで，嗜好の一致した

ユーザの発見確率の向上を目指すとともに，素性のわ

かるユーザからの推薦であるという付加価値によって，

推薦への信頼性の向上が見込める．

3.3 Friend値

友人による推薦を行う場合，友人の数が多すぎたり，

友人に登録していても全くインタラクションのない友

人，好みが著しく合わない友人などが含まれている可

†social network service
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能性がある．よりよい推薦を目指すためには，嗜好の

類似した友人や，信頼できる友人の評価を推薦結果に

より大きく反映する必要がある．そこで，ユーザの友

人ごとに「Friend値」と呼ばれる新たなパラメータを

設置し，その値に応じて友人のアイテムの評価値を重

複生成することによって，推薦結果にその友人の影響

をより強く及ぼす機構を導入する (図 2)．これにより

アイテムの評価値のみでなく友人の情報を使うことで，

評価値のみに頼らない変化に富んだ推薦が期待できる．

ユーザユーザユーザユーザ 友人友人友人友人 Friend値値値値１ ２ ２１ ３ １１ ４ １
ユーザユーザユーザユーザ アイテムアイテムアイテムアイテム 評価値評価値評価値評価値２ ２ ５２ ４ ３２ ２ ５２ ４ ３３ １ ２４ ２ ２４ ３ ４

ユーザユーザユーザユーザ アイテムアイテムアイテムアイテム 評価値評価値評価値評価値２ ２ ５２ ４ ３３ １ ２４ ２ ２４ ３ ４

図 2: Friend値による評価値の重複生成

3.4 有効性の検証

Friend Filtering機構の有効性の検証のために，100人

分のお菓子に関する嗜好データを用いて実験を行った．

データは 20個のアイテムのうち，上位 5個を選択し，

5点，4点…と点数をつけている．100人のうち，25人

はＡ大学の同じ授業を受けている学生，20人はＡ大学

の同じ研究室に属する学生，残り 55人はＢ大学に属す

る学生である．今回は疑似的に同じ所属の学生は「友

人」であると仮定している．

実験では，ユーザの最も好むお菓子が推薦システム

で何位で推薦されたかを測定した．結果を図 3に示す．

従来手法に比べて本来 1位のアイテムが，推薦順位に

1位位位位 2位位位位 3位位位位 4位位位位 5位位位位 6位位位位以下以下以下以下 1位位位位 2位位位位 3位位位位 4位位位位 5位位位位 6位位位位以下以下以下以下授業A25人 0 3 2 1 3 16 2 4 1 2 1 15
研究室20人 1 1 0 5 1 12 4 4 0 2 0 10
授業Ｂ25人 2 1 4 1 2 15 4 1 2 2 0 16

従来手法(CF) 提案手法評価1位のアイテムの推薦順位の出現回数

図 3:実験結果

おいて 1位になる回数が多くなっており，推薦精度が

向上している．つまり，情報推薦に社会性を取り入れ

る意義があると言える．

4 今後の課題

今後の課題について以下の項目が挙げられる．

• Friend値の指標決定について

Friend値は自動的に生成されることが望ましい．

Friend値を決定する際に参考となる指標について

Facebook∗で更新情報を表示する際に優先度を決

める EdgeRankと呼ばれるアルゴリズムや，友人

関係をグラフで表現したソーシャルグラフにおけ

るグラフ論を用いたネットワークの中心性 [2]な

どが挙げられる．

• 評価値の重複生成について

現在のシステムでは評価アイテムに対して 1つ

のアイテムに対して複数の評価値をつけること

はできない．従って，評価値の重複生成をそのま

ま行うことはできないので何らかの対策が必要で

ある．

• 実験手法と評価方法について

現在の有効性の検証は，情報推薦に社会性を取り

入れる有効性を示したものの，友人による推薦が

従来手法に比べてどれほど有用であるかを示す必

要がある．

5 まとめ

従来の情報推薦を改善するとともに，新しい推薦を

行う手段として，社会性を組み込んだ情報推薦システ

ムを提案した．今後は，先ほど述べた課題を解決する

と共にシステムの実装を進め，提案手法の有用性を検

証する．
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